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北
海
道
大
学
法
学
部
法
学
会
記
事

O
昭
和
五

O
年
一
月
一
一
一
一
日
(
金
〉
午
後
一
時
半
i
五
時

「
札
幌
市
に
お
け
る
日
照
問
題
」

報

告

者

重

夫

出

席

者

二

七

名

数
年
余
り
前
か
ら
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
中
高
層
建
築
物
に
よ
る
日
照
妨
害
が

社
会
的
な
問
題
と
な
っ
て
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
民
事
紛
争
が
各
地
で
頻
発
し
裁

判
例
も
数
十
以
上
の
多
き
を
数
え
る
に
い
た
っ
て
い
る
が
、
札
幌
に
お
い
て

も
最
近
損
害
賠
償
に
よ
る
被
害
者
の
救
済
を
認
め
た
昭
和
四
九
年
九
月
一
一
一

O

日
札
幌
地
裁
判
決
(
十
一
階
建
公
団
マ
ン
シ
ョ
ン
事
件
〉
と
、
建
築
工
事
の

差
止
を
認
め
た
昭
和
四
八
年
一
一
月
三

O
日
札
幌
地
裁
決
定
(
琴
似
駅
周
辺

地
区
の
ビ
ル
建
設
禁
止
の
仮
処
分
)
が
出
た
。
と
こ
ろ
で
日
照
問
題
は
、
私

法
上
の
紛
争
と
し
て
、
も
つ
ば
ら
裁
判
所
に
そ
の
解
決
を
ゆ
だ
ね
る
だ
け
で

は
決
し
て
十
分
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
日
照
問
題
が
住
居
環
境
に
密

接
な
関
連
性
を
も
っ
た
問
題
で
あ
り
、
日
照
を
確
保
す
る
こ
と
が
住
宅
地
の

良
好
な
環
境
の
保
護
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
だ
と
す
れ
ば
、
む
し
ろ
紛
争
の

原
因
で
あ
る
日
照
の
妨
害
そ
の
も
の
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
中
高
層
建
築

物
に
対
し
て
公
法
的
な
規
制
を
加
え
る
必
要
が
で
て
く
る
。
そ
こ
で
私
法
学

者
で
あ
り
、
ま
た
札
幌
市
住
居
環
境
審
議
会
委
員
で
あ
る
報
告
者
は
、
そ
の
経

薮

験
に
基
づ
き
、
本
州
の
各
都
市
で
実
施
さ
れ
て
い
る
条
例
や
指
導
要
綱
の
問

題
点
を
ま
ず
解
説
し
た
。
日
照
の
保
護
に
つ
い
て
も
、
報
告
者
は
、
被
害
者

の
家
の
建
て
方
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
可
能
性
が
強
い
日
照
確
保
方
式
よ
り

も
む
し
ろ
日
影
規
制
方
式
が
適
当
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
そ
し
て
報
告
者
は
、

疫
学
的
に
も
日
照
不
足
が
直
接
病
気
に
結
び
つ
く
と
は
限
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
ふ
れ
つ
つ
、
日
照
問
題
は
大
気
や
河
川
の
汚
染
問
題
と
は
質
的

に
異
な
り
「
生
存
環
境
」
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
「
快
適
環
境
」
の
問
題
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

次
い
で
報
告
者
は
、
日
照
問
題
が
き
わ
め
て
日
本
的
な
も
の
で
あ
る
こ

と
、
特
に
湿
度
の
高
い
本
州
や
木
造
家
屋
の
暖
房
源
と
し
て
の
日
照
の
重
要

性
が
北
欧
的
生
活
パ
タ
ー
ン
を
と
る
北
海
道
に
そ
の
ま
ま
移
行
し
て
考
え
ら

れ
る
べ
き
で
な
い
こ
と
、
冷
暖
房
の
完
備
し
た
シ
カ
ゴ
の
新
築
ア
パ
ー
ト
で

カ
ー
テ
ン
の
や
け
な
い
北
側
の
部
屋
か
ら
う
ま
っ
て
い
っ
た
例
を
ひ
き
つ
つ

日
本
の
日
照
問
題
に
は
エ
モ
i
シ
ヨ
ナ
ル
な
要
素
が
多
い
こ
と
、
か
り
に
住

居
の
高
層
化
に
よ
っ
て
日
照
享
受
が
犠
牲
に
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
散
策

に
適
し
た
公
園
の
よ
う
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
充
分
に
と
っ
て
い
く
生
活

パ
タ
ー
ン
の
変
化
も
考
え
得
る
こ
と
、
社
会
的
環
境
の
便
利
さ
の
故
に
日
照

条
件
の
悪
く
コ
ス
ト
の
高
い
都
心
の
密
集
地
域
を
選
ぶ
市
民
が
依
然
と
し
て

多
い
こ
と
等
を
述
べ
て
、
日
照
問
題
、
が
市
民
の
生
活
パ
タ
ー
ン
に
密
接
な
関

係
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
、
い
わ
ゆ
る
日
照
条
例
が
持
て
る
者
の
保

護
と
し
て
機
能
し
う
る
側
面
を
有
す
る
こ
と
を
も
指
摘
し
た
。

こ
の
よ
う
に
日
照
問
題
が
「
生
存
環
境
」
の
問
題
と
い
う
よ
り
も
「
快
適

環
境
」
の
問
題
で
あ
り
生
活
パ
タ
ー
ン
に
密
接
な
関
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
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る
た
め
に
地
域
性
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
報
告
者
は
、
日
照
問
題

の
真
の
解
決
は
都
市
行
政
・
都
市
政
策
の
充
実
如
何
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と

を
強
調
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
触
発
さ
れ
て
出
席
会
員
に
よ
る
討
論

も
、
都
市
の
あ
り
方
・
都
市
計
画
に
集
中
す
る
こ
と
と
な
り
、
ゾ

l
ニ
ン
グ

の
あ
り
方
、
都
市
て
学
や
環
境
科
学
と
の
学
際
的
協
力
の
必
要
性
、
道
と
市

と
の
長
期
的
協
力
関
係
の
樹
立
、
北
海
道
開
発
庁
と
の
関
係
、
住
民
参
加
の

問
題
へ
と
活
発
な
議
論
が
進
展
し
た
。

O
昭
和
五

O
年
二
月
二

O
日
(
木
)
午
後
二
時
|
五
時
半

「
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
改
革
と
そ
の
実
績
」

講

演

パ
リ
大
学

(
E
〉
教
授

ジ
ヤ
ツ
ク
・
ロ
ベ
ー
ル

通

訳

深

瀬

忠

一

出

席

者

二

八

名

ν
ゲ
オ

W
ト
・
エ
チ
ユ

J

ア
イ
ア
ン
ト

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
一
九
六
八
年
五
月
の
「
学
生
の
叛
乱
」
後
の
大
学
改

革
お
よ
び
そ
の
後
の
実
態
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
多
大
の
興
味
あ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
優
れ
た
公
法
学
者
で
あ
り
、
ナ
ン
テ
l
ル
分
校
(
パ
リ
大
学
)
の

部
長
の
経
験
も
あ
る
ロ
ベ
ー
ル
教
授
か
ら
、
そ
の
全
貌
に
つ
い
て
、
明
快
な

解
説
を
い
た
だ
き
、
質
疑
応
答
の
機
会
を
え
て
、
幸
い
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
大
学
は
何
を
す
る
た
め
に
あ
る
の
か
、
万
人
に
開
か
れ
た
文
化
の

家
か
、
そ
れ
と
も
高
度
の
知
識
技
術
を
研
修
せ
し
め
る
専
門
職
業
教
育
所

か
、
と
い
う
目
標
が
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
が

巨
大
な
規
模
と
停
滞
性
に
苦
悩
し
て
い
・
る
こ
と
が
、
根
本
問
題
だ
と
指
摘
さ

れ
る
。つ

い
で
、
旧
大
学
制
度
と
の
対
比
に
お
い
て
新
制
度
の
特
徴
を
要
約
す

る
。
旧
大
学
組
織
は
、
劃
一
的
な
中
央
集
権
型
で
あ
り
、
そ
の
実
際
上
の
欠

陥
と
し
て
、
教
師
と
学
生
と
の
聞
が
疎
遠
で
あ
り
、
専
門
学
部
相
互
間
が
隔

離
し
す
ぎ
て
お
り
、
学
生
数
が
過
剰
で
あ
る
こ
と
が
批
判
さ
れ
て
い
た
。
一

九
六
八
年
一
一
月
七
日
の
高
等
教
育
の
方
向
づ
け
の
法
律
は
、
①
大
学
の
自

律
制
、
②
学
際
研
究
教
育
、
③
大
学
構
成
員
の
参
加
、
を
改
革
の
主
眼
と
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
実
際
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
①
入
試
・
資
格
免
状
・
予

算
を
中
央
政
府
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
以
上
、
大
学
の
自
治
は
多
分
に

イ
り
ユ
ゾ
ワ

1
ル

「
幻
想
的
」
で
あ
り
、
③
学
生
・
事
務
職
員
の
欠
席
が
顕
著
で
、
実
質
的
に

参
加
決
定
す
る
の
は
教
官
層
、
③
学
際
的
交
流
は
「
外
見
」
に
と
ど
ま
り
突

デ
ィ
.
フ
ロ
ー
ム
・

体
を
欠
く
、
と
い
う
。
な
お
、
法
学
教
育
制
度
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
大
学

デ
チ
ユ

1
ド
・
ジ
ユ
ニ
ヴ
ヱ
ル
シ
テ

I

H
・
ジ
エ
ネ
ヲ

W

リ
サ
ン
ス

教
育
習
得
免
状
(
最
初
の
ご
年
終
了
者
)
、
法
学
土
免
状
(
四
年
終
了
者
〉
、
お
よ
び
二

デ
イ
ア
ロ
ー
ム
・
デ
チ
ユ

1
ド
・
ア
プ
ロ
フ
ォ
ン
デ
イ
デ
イ
ず
ロ
ー
ム
・
デ
乎
ユ

1
ド
・

種

類

の

博

士

(

高

度

探

究

免

状

、

専

門

的

高

等

シ
ユ
ベ
り
オ
ル
・
ス
ペ
シ
ア
り
ゼ

研
究
免
状
)
に
区
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

マ
レ

1
ズ

と
こ
ろ
で
、
大
学
の
現
況
に
は
次
の
よ
う
な
失
態
が
み
ら
れ
る
。
学
生
に

つ
い
て
は
、
制
度
の
朝
令
暮
改
に
よ
る
混
乱
、
落
伍
者
数
の
増
大
(
一
一
二
万
人
中

一O
万
人
が
五
丁
を
去
る
o
Z
E
E
-度
や
る
学
生
が
四
人
に
-
ム
、
国
庫
補
助
の
不
足
、
就

職
の
不
安
定
、
が
あ
る
。
空
た
、
教
官
の
側
に
お
い
て
は
、
教
育
目
標
の
不

明
確
性
、
教
育
方
法
上
の
困
難
、
職
務
負
担
の
過
剰
と
諸
条
件
の
不
備
、
お

メ
ー
ト
ル
'
・
ア
シ
ス
タ
ン

よ
び
主
任
助
手
と
助
手
の
地
位
の
不
安
定
性
等
。

な
お
、
ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ス
タ
ン
大
統
領
就
任
後
文
部
省
内
に
創
設
さ
れ

た
大
学
庁
長
官
ソ
ワ
ツ
ソ
ン
氏
の
改
革
新
構
想
に
つ
い
て
も
説
明
が
あ
っ

北法26(1・90)90



た。
結
局
、
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
に
は
次
の
よ
う
な
こ
つ
の
重
大
問
題
が
あ
る
。

パ

カ

ロ

1

レ

ア

大
学
生
資
格
検
査
だ
け
で
入
学
し
て
く
る
巨
大
数
の
学
生
を
如
何
に
し
て

セ
レ
ク
シ
オ
J

「
選
抜
」
限
定
す
る
か
、
お
よ
び
、
現
代
社
会
と
職
域
に
適
合
す
る
大
学
教

プ
ヲ

1
λ

マ
J

育
を
ど
う
「
位
置
づ
け
」
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
、
と
結
ぼ
れ
た
。

懇
談
で
は
、
多
岐
な
話
時
W
T
か
は
ず
ん
だ
。
大
学
教
授
の
講
義
内
容
は
完
全

に
自
由
、
た
だ
し
革
命
的
行
動
の
煽
動
は
懲
戒
能
免
、
政
治
的
理
由
で
学
生

が
某
教
授
の
講
義
を
妨
害
し
た
時
パ
リ
大
学
の
全
教
授
が
一
致
し
て
講
義
を

や
め
抗
議
、
パ
リ
大
学
教
授
に
任
命
さ
れ
る
経
緯
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
学
構

想
、
マ
ス
プ
ロ
教
育
の
弊
引
の
補
正
方
法
、
法
学
研
究
者
は
嘗
て
は
歴
史
・

文
学
・
社
会
学
等
を
広
く
学
ぶ
「
ユ
マ
ニ
ス
ト
」
だ
っ
た
が
、
現
在
は
「
テ

ク
ノ
ク
ラ
ッ
ト
」
に
な
り
つ
つ
あ
る
、
等
。

フ
ラ
ン
ス
の
大
学
改
革
が
、
そ
の
理
念
に
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
実
態
上
む
し
ろ
失
敗
例
が
少
な
く
な
い
よ
う
で
あ
る
等
、
わ

れ
わ
れ
に
示
唆
を
与
え
反
省
を
迫
る
、
有
益
な
講
演
会
で
あ
っ
た
。
な
お
、

同
教
授
の
政
治
制
度
論
・
人
権
論
の
セ
ミ
ナ
ー
と
と
も
に
、
こ
の
講
演
も
テ

ー
プ
に
収
め
て
あ
る
会
誌
資
料
室
保
管
)
。

O
昭
和
五

O
年
二
月
一
一
一
日
(
金
)
午
後
一
時
半
i
五
時

「
投
資
者
保
護
の
基
本
間
庖
」

報
告
者

京
都
大
学
教
授

官官

名節

回

出
席
者

証
券
取
引
規
制
の
必
要
性
に
つ
主
、
報
告
者
は
ま
ず
暦
史
土
内
外
に
見
ら

れ
た
証
券
不
正
行
為
を
取
し
L

げ
て
、
規
制
の
な
い
と
こ
ろ
あ
る
い
は
そ
れ
が

不
備
な
と
こ
ろ
で
如
何
に
投
資
者
が
被
害
を
蒙
っ
て
ぎ
た
か
を
解
説
し
、
次

い
で
日
本
の
証
券
取
引
法
の
母
法
と
な
っ
た
米
国
の
証
券
関
係
立
法
の
成
立

事
情
に
つ
い
て
、
各
州
の
ブ
ル
!
・
ス
カ
イ
・
ロ
!
、
連
邦
の
一
九
三
三
年

証
券
法
お
よ
び
一
九
三
四
年
証
券
取
引
所
法
を
中
心
と
す
る
説
明
を
お
こ
な

っ
た
。
ま
た
、
第
二
次
大
戦
後
に
成
立
し
た
証
券
取
引
法
の
意
義
を
明
ら
か

に
さ
せ
る
た
め
、
そ
れ
以
前
の
証
券
規
制
、
主
と
し
て
明
治
二
六
年
の
取
引

所
法
に
つ
い
て
も
簡
単
な
対
比
が
な
さ
れ
、
戦
前
は
実
物
取
引
は
殆
ん
ど
な

く
精
算
取
引
が
中
心
で
あ
っ
た
結
果
、
証
券
発
行
而
の
規
制
が
欠
け
て
い
た

こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
証
券
取
引
規
制
の
手
段
と
方
法
と
し
て

は
、
詐
欺
禁
止
、
規
制
主
義
お
よ
び
開
示
主
義
の
三
つ
が
あ
る
と
し
、
日
本

を
含
め
多
く
の
立
法
は
こ
れ
ら
を
併
用
す
る
が
、
な
か
で
も
情
報
開
示
に
重

点
が
置
か
れ
て
い
る
と
し
て
、
開
示
主
義
の
果
た
す
役
割
が
説
か
れ
、
証
券

取
引
の
規
制
機
関
と
し
て
、
日
本
の
大
蔵
省
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
の
連
邦
証
券

取
引
委
員
会
の
機
能
の
対
比
と
と
も
に
、
そ
の
優
劣
が
論
ぜ
ら
れ
た
。

具
体
的
な
問
題
と
し
て
は
、
ま
ず
証
券
価
値
の
判
断
資
料
を
確
保
す
る
た

め
の
情
報
開
示
が
取
上
げ
ら
れ
当
初
は
証
券
発
行
に
際
し
て
の
開
示
に
章
一
点

が
置
か
れ
て
い
た
の
が
、
流
通
市
場
の
発
展
に
伴
い
継
続
開
示
に
重
点
が
移

っ
て
き
た
こ
と
、
継
続
開
示
の
方
法
と
し
て
は
、
有
価
証
券
報
令
書
、
半
期

報
告
書
、
臨
時
報
告
書
お
よ
び
委
任
状
制
度
が
あ
る
旨
の
説
明
が
な
さ
れ
た

ほ
か
、
有
価
証
券
届
川
書
お
よ
び
目
論
見
書
を
中
心
と
す
る
発
行
開
示
の
方

法
と
範
囲
、
そ
し
て
情
報
開
示
の
質
を
維
持
す
る
た
め
に
、
不
実
記
載
に
対
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し
で
は
、
大
蔵
省
に
よ
る
審
査
・
訂
正
命
令
・
届
出
効
力
停
止
命
令
等
の
行

政
処
分
、
民
事
責
任
、
刑
事
制
裁
の
諸
方
法
が
あ
る
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
証
券
取
引
の
公
正
を
確
保
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い

る
相
場
操
縦
禁
止
規
定
の
概
説
が
あ
っ
た
が
、
目
的
の
立
証
が
困
難
な
た
め

関
連
規
定
が
活
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
株
価
監
視
機
構
の
不
備
が
問
題
で

あ
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
、
外
国
の
立
法
例
を
も
ひ
き
な
が
ら
内
部
者
取
引

に
つ
い
て
も
規
制
の
必
要
性
が
存
す
る
こ
と
、
短
期
売
買
差
益
の
返
還
に
関

す
る
規
定
も
内
部
者
の
持
株
報
告
義
務
が
な
い
た
め
実
効
性
の
な
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
こ
と
、
被
害
者
の
救
済
の
た
め
に
は
立
法
措
置
の
必
要
な
こ
と

等
が
述
べ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
報
告
者
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
と
と
も
に
、
投

資
者
保
護
の
強
化
の
た
め
に
は
ク
ラ
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
導
入
な
ど
に
よ
り

民
事
救
済
を
容
易
に
す
る
こ
と
、
証
券
問
題
に
詳
し
い
弁
護
士
の
育
成
が
必

要
な
こ
と
を
指
摘
し
て
結
び
と
し
た
。

引
続
き
こ
の
報
告
を
も
と
に
、
監
視
機
構
と
し
て
の
大
蔵
省
の
役
割
、
開

示
主
義
の
採
択
は
規
制
主
義
や
許
可
主
義
よ
り
生
じ
う
る
行
政
庁
の
責
任
回

避
手
段
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
と
の
疑
問
、
国
民
経
済
発
展

の
た
め
の
証
券
市
場
育
成
の
観
点
よ
り
保
険
等
の
活
用
に
よ
り
被
害
者
保
護

制
度
充
実
の
可
能
性
、
金
融
機
関
と
の
対
比
に
お
け
る
証
券
会
社
の
過
保
護

の
問
題
、
証
券
会
社
に
よ
る
自
主
規
制
と
独
禁
法
と
の
関
係
等
に
つ
き
意
見

の
交
換
が
な
さ
れ
た
が
、
報
告
者
に
人
を
得
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
証
券
取
引

法
に
つ
き
啓
蒙
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
会
合
と
な
っ
た
。

O
昭
和
五

O
年
三
月
二

O
日
(
木
)
午
後
二
時
l
五
時

「
増
大
す
る
裁
判
所
の
影
響
力
」

講

演
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エ

ル

大

学

教

授

チ

ャ

l

ル
ス
・
ブ
ラ
ッ
ク

札
幌
ア
メ
リ
カ
ン
・
セ
ン
タ
ー

大

江

敏

美

出

席

者

三

七

名

過
去
二
十
年
の
問
、
米
国
の
連
邦
最
高
裁
判
所
は
か
つ
て
な
い
活
力
を
も

っ
て
社
会
の
改
善
改
革
の
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
政
治
的
色

彩
の
強
い
問
題
に
積
極
的
な
介
入
を
試
み
て
い
る
。
特
に
我
が
国
で
も
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
一
九
五
四
年
の
∞
8
=
=
〈
・
問
自
己

C『
聞
い
《
同

C
8
2
0口
に
み
ら

れ
る
人
種
差
別
違
憲
判
決
、
一
九
六
二
年
の

F
r
q
〈
・
択
の
司
判
決
に
よ
る

最
高
裁
の
選
挙
制
度
へ
の
介
入
、
そ
し
て
ニ
ク
ソ
ン
辞
任
の
決
め
手
と
な
っ

た
一
九
七
四
年
の

C
E
P
ι

己
主
官
〈
・

Z
H
M
G
E

等
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

政
治
的
解
決
が
困
難
か
あ
る
い
は
裁
判
所
の
介
入
な
く
し
て
は
正
当
な
解
決

が
即
座
に
期
待
し
え
な
い
よ
う
な
場
合
に
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
具
体
的
事

件
を
通
じ
て
積
極
的
に
政
治
的
問
題
に
解
決
を
与
え
て
き
た
。
産
児
制
限
、

堕
胎
、
狼
襲
、
宗
教
活
動
と
財
政
援
助
等
に
関
す
る
一
連
の
判
決
も
こ
の
部

類
に
属
す
る
と
考
え
得
る
。
そ
し
て
た
と
え
ば
人
種
差
別
撤
廃
を
実
施
に
移

す
た
め
の
詳
細
な
・
フ
ラ
ン
の
作
成
、
選
挙
に
お
け
る
票
の
重
み
の
平
等
化
を

実
施
す
る
た
め
に
選
挙
区
割
の
再
編
成
を
含
む
複
雑
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
も
裁

判
所
が
白
か
ら
立
案
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
連
邦
最
高

裁
判
所
は
白
か
ら
の
発
言
の
場
を
拡
大
さ
せ
る
た
め
に
訴
訟
に
お
け
る
当
事

者
適
格
の
要
件
を
緩
和
さ
せ
る
態
度
を
示
し
、
納
税
者
訴
訟
を
広
範
に
認
め

通

訳



る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
殆
ん
ど
の
行
政
行
為
に
つ
い
て
裁
判
所
が
欲
す
る

限
り
介
入
で
き
る
か
の
観
す
ら
呈
し
て
い
る
。
こ
れ
は
司
法
制
度
お
よ
び
ア

メ
リ
カ
法
学
に
と
っ
て
の
全
く
新
た
な
局
面
で
あ
り
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は

具
体
的
紛
争
の
解
決
と
い
う
本
来
の
機
能
を
は
な
れ
て
、
機
能
的
に
は
一
種

の
憲
法
裁
判
所
と
な
り
つ
つ
あ
る
か
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
裁
判
所
は
他

の
政
府
機
関
の

7
不

l
ジ
ャ

l
的
作
業
を
行
な
お
う
と
し
て
い
る
の
で
あ

る。
し
か
し
こ
れ
ら
の
最
高
裁
判
所
の
動
き
に
対
し
て
ブ
ラ
ッ
ク
教
授
は
批
判

的
で
あ
る
。
か
り
に
ウ
オ
レ
ン
・
コ

l
ト
を
引
継
い
だ
パ

l
ガ
l

・
コ
ー
ト

が
一
般
に
予
期
さ
れ
た
程
の
保
守
性
を
示
さ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
教
授
は

現
在
を
連
邦
最
高
裁
判
所
の
ア
ク
テ
ィ
ヴ
イ
ズ
ム
の
最
高
潮
の
時
点
と
と
ら

え
、
こ
の
十
年
以
内
に
裁
判
所
自
体
の
反
省
に
よ
り
流
れ
は
大
き
く
変
わ
る

と
予
見
す
る
。
教
授
に
よ
れ
ば
、
裁
判
所
の
政
治
的
問
題
へ
の
積
極
的
介
入

は
、
市
民
の
側
よ
り
の
裁
判
所
へ
の
信
頼
に
支
え
ら
れ
て
こ
そ
行
な
わ
れ
え

た
の
で
あ
っ
た
が
、
法
的
判
断
を
越
え
た
行
政
的
外
交
的
才
能
が
要
求
さ
れ

る
経
済
政
策
や
人
種
問
題
と
強
く
結
び
つ
く
貧
困
問
題
等
に
つ
い
て
必
要
な

ス
タ
ッ
フ
と
専
門
知
識
を
欠
く
裁
判
所
は
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
た
る
適
格
を
有

し
え
な
い
こ
と
が
裁
判
所
の
ア
ク
テ
ィ
ヴ
イ
ズ
ム
に
対
す
る
反
省
と
し
て
認

識
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
あ
り
、
ま
た
幅
広
い
納
税
者
訴
訟
の
許
容
に
み
ら
れ

る
当
事
者
適
格
の
異
常
な
拡
大
は
、
個
別
的
争
訟
の
解
決
を
目
的
と
す
る
司

法
本
来
の
目
的
よ
り
み
て
ま
も
な
く
反
省
の
動
き
が
生
じ
る
だ
ろ
う
と
す
る

の
で
あ
る
。

保
守
的
と
い
わ
れ
る
我
が
国
の
最
高
裁
判
所
と
の
対
比
に
お
い
て
米
国
の

最
高
裁
判
所
の
ア
タ
テ
ィ
ヴ
イ
ズ
ム
に
対
す
る
積
極
的
評
価
も
み
ら
れ
る
今

日
、
全
米
黒
人
地
位
向
上
協
会
の
法
律
顧
問
と
し
て
、
ま
た
学
校
白
星
川
統
合

や
公
民
権
に
関
す
る
最
高
裁
訴
-
訟
事
件
の
弁
護
士
と
し
て
活
躍
し
た
経
歴
を

も
っ
守
フ
ラ
ッ
ク
教
授
が
こ
れ
ら
の
見
解
を
述
べ
た
こ
と
は
参
加
者
に
考
え
さ

せ
ら
れ
る
も
の
を
残
し
た
が
、
他
方
健
全
な
政
治
の
基
礎
を
形
成
す
る
言
論

の
自
由
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
最
高
裁
判
所
は
そ
の
ア
ク
テ
ィ
ヴ
イ
ズ
ム
を

保
持
す
べ
き
で
あ
る
と
の
討
議
を
通
じ
て
の
教
授
の
強
調
は
印
象
的
で
あ
っ

た
追
記
昭
和
五

O
年
四
月
よ
り
近
藤
教
授
に
法
学
会
幹
事
が
引
継
が
れ

た
(
曽
野
)
。
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